
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

とにかく来
き

たら貼
は

ってみよう

③テーマに合わせて形成したチーム活動

鈴木　孝子

取り組種別 施策実行型

鈴木　百合恵　（ケアワーカー）

関　幸江

土屋　伸子 ケアワーカー

鈴木　百合恵 ケアワーカー

高橋　紀子 クラーク

ケアワーカー

ケアワーカー高橋　順子

ワーワー カイン ケアワーカー

看護師

看護師

李　治君

永原　美里

高　梓涵

2024年3月　～　6月

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

(ふりがな)

発表者（職種）

（指   標）　VAS（Visual　Analog　Scale）を用いて、貼り絵実施後につまらないか楽しいかを評価
　　　　　　　活動前の現状調査では、平均3.5
（目標値）　VASで、貼り絵実施後での評価が平均7.0以上となる

5月7日より貼り絵制作を開始。必要な物品を事前にデイルームに設置。対象者は固定せず、その日ごとにデ
イルームで離床して過ごす患者様へ、30～60分程度を目安に案内した。スタッフはただ見守るだけではなく、
一緒に行ったり、積極的に介助を行うことを心がけた。さらに、複数人数が集まった時点で開始をすることで、
一人では「もういいや」だったところから、「みんなとやると楽しい」と笑顔につながった。

（実施前）　VAS平均3.5
（実施後）　VAS平均4.9　目標未達成
スケール上の変化は少なかったが、実際は楽しんでいる姿が見られた。患者様同士で仲良く会話する場面
が増えたことや、実施中だけでなく実施後もデイルームで穏やかに過ごされていた。
完成した作品を展示して、患者家族だけでなく、スタッフからも病棟の雰囲気が明るくなったと好評であった。

楽しい時間を過ごすための貼り絵を継続するにあたり、毎週師長・主任が、物品の準備や支援するスタッフ
の業務分担ができているかチェックしていく。

鈴木
すずき

　百合恵
ゆりえ

　（ケアワーカー）西伊豆健育会病院

③患者サービス・患者満足度の向上をめざすもの

①診療部門

リーダー名
（職種）

回

活動期間
看護師

看護師

施設名

演題名
みんなで貼り絵、Let's　try

～楽しい気持ちで過ごせるように～

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

昨年度の幸せホルモンTQM活動において、離床における足湯の取り組みを行い、好評をいただいた。以後、
継続していたが、徐々に件数が減少し、実施が滞ってしまった。患者の離床と楽しい時間をどうやって両立し
ていくかを改めて検討。多人数で実施ができ、完成した作品をたくさんの人に見てもらうこともできる”貼り絵”
をしてもらってはどうかと考えた。

分類

(ふりがな)

チーム名

活動回数 16

藤巻　龍一 作業療法士

西木　優 作業療法士



【現状把握】

鈴
木

【目標設定】

【対策の立案と実施】

ワーワー カイン

2024年3月　～　6月

鈴木　百合恵　（ケアワーカー）



【効果の確認】
鈴
木

【標準化と管理の定着】

【反省と今後の進め方】




